
































すでに AFP, albumin, transferin, fibronectin, collagen等を産生することが明ら
かにされているが，今回 PGE2産生能を有することが示された． そこで inγivoの
実験系としてヒ卜肝細胞癌ヌードマウス継代移植株を用い移植後 l～5週間にわた
り腫蕩組織および担癌ヌードマウス血繋 PGE2を測定したところ移植後 1' 2週と
くに移植2週後では血禁PGE2値は 832土547pg/ml，腫場組織 PGE~ 値は 11.8±5. 
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回の MMC6～8mgパルーン拡張下 oneshot投与とパノレーン非拡張下の 5-Fu250 
mg/dayとウロキナーゼ 6,000u/dayのinfusionpumpによる持続投与である．すな














5-Fu 250 mg_ ウロキナーセ6000u/d.
I I ↓ ↓ ↓ ↓ I I ↓ I 30分間遮断遁断後5分 MMC6～8mg!2/w) 
CCA4丈，？ガメy卜4丈なと経口投与．セ7ァランチン50mg
5 Fu 250 mg/d. 
J; .111 J↓↓↓↓↓↓↓ 30分間選断




































切除不能肝細胞癌23例（stage I : 2例， I: 2例， N:19例）に本法を施行し




























＋ 遮断 （再開通 ！li！血行路増生↓ ）
非遮断下の待銃強与
図6. 切除不能肝癌に対する間欠的肝動脈遮断と制癌剤併用療法の特長
切除不能肝癌に対する間欠的肝動脈遮断と制癌剤併用療法を最初に発表したのは
昭和56年2月，土屋涼一教授が主催された第17回日本消化器外科学会総会である．
大雪の長崎市の風景が今なお脳裏に残っている．同年10月京都市で開催された第四
回日本癌治療学会総会で本法を報告した際， “肝ガンに風船療法”と して一部の全
国誌に報道された．その時，記者の 1人が当時関西医大の学長をされていた本庄先
生にコメントを求められたところ，先生は“新しい治療法においてはそれがなぜ、有
効であるのか，その機序を徹底的に明らかにする必要がある”といわれた由である．
不肖の弟子としていまだその解明不十分といわざるをえないが，現在までの成績を
先生に御報告し，御容赦をお願いする次第であります．本日はこのような機会を与
えていただき戸部教授はじめ教室の先生方に厚くお礼を申しあげます．また同じ肝
動脈遮断グループでともに犬の実験を行っていた倉本信二博士に御司会の労を頂戴
いたしました．厚くお礼申しあげます．
